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 要 旨   

目的  摂食障害の全領域において、異なる種類の物質使用障害（SUD）が過剰死亡率に寄与し

ていることに関する研究は不足している。著者らは、神経性食欲不振症、神経性過食症、およ

び特定不能の摂食障害におけるアルコール使用障害およびその他の SUD と死亡率との関連に

ついて、マッチさせた対照群と比較して評価した。 

方法  デンマークの全国規模のレジスターを用いたレトロスペクティブ・コホート研究を実

施した。摂食障害患者 20,759名とマッチさせた対照者 83,036名を対象とした。生涯 SUD（ア

ルコール、大麻、ハードドラッグの乱用または依存）の診断の有無にかかわらず、摂食障害患

者と対照者の間で全死因死亡リスクを比較するためにハザード比を算出した。 

結果  各タイプの摂食障害患者において，アルコールおよび／または大麻を乱用している患

者では，SUDのない対照群と比較して高い全死亡リスクが観察された（神経性食欲不振症，神

経性過食症，特定不能の摂食障害患者の修正ハザード比はそれぞれ，11.28 [95% CI=7.01, 

18.16], 5.86 [95% CI=3.37, 10.1], および 10.86 [95%CI=4.1]，とされる）。 86 [95% 

CI=6.74, 17.50]）、またはハードドラッグ単独またはアルコールおよび／または大麻との併

用（調整済みハザード比はそれぞれ、22.34 [95% CI=15.13, 33.00], 11.43 [95% CI=7.14, 

18.28]）。 28］，および 15.53［95％CI＝10.15，23.78］），SUDのない人（調整済みハザード比

はそれぞれ，3.21［95％CI＝2.43，4.23］，1.24［95％CI＝0.88, 1.77］，4.75［95％ CI＝3.57，

6.31］） よりも優れていた．SUD を有する対照被験者も、SUD を有する摂食障害患者よりもは

るかに少ない程度ではあるが、SUDを有さない対照被験者と比較して全死亡のリスクの上昇を

示した。 

結論  SUDsは摂食障害患者における超過死亡率に相加的な影響を及ぼす。したがって、この

患者群における SUDの予防と治療は、死亡率を低下させるために必須である。 
 


